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T h e  p u r p o s e  o f  t h i s  s t u d y  w a s  t o  i n v e s t i g a t e  t h e  c h a n g e  o f  t h e  h u m a n  
re l a t i o n s h i p  o f  i n f a n t s  b ro u g h t  b y  “ K a r a d a - h o g u s h i ”  w h i c h  i s  t h e  c o n c e p t u a l  
p h y s i c a l  a c t i v i t y  s t r u c t u re d  t o  o p e n  c h i l d re n ’ s  m i n d  a n d  b o d y.  F o r  t h i s  
p u r p o s e ,  t h e  M o d i f i e d  G ro u n d e d  T h e o r y  A p p ro a c h  ( M - G TA )  w a s  a p p l i e d  f o r  
q u a l i t a t i v e  a n d  q u a n t i t a t i v e  a n a l y s i s  o f  c o m m u n i c a t i o n  o f  e i g h t  4 - 5  y e a r s  o l d  
c h i l d re n  i n  t h e  g y m n a s t i c  c l u b .  “ K a r a d a - h o g u s h i ”  i n c l u d e d  p h y s i c a l  a c t i v i t i e s  
t h a t  m a k e  c h i l d re n  e x p re s s  t h e m s e l v e s  a n d  c o n t a c t  e a c h  o t h e r.  Vi d e o  t a p e d  
g y m  c l a s s e s  w e re  a n a l y z e d .  R e s u l t s  s h o w e d  t h a t  t h e  “ K a r a d a - h o g u s h i ”  d i d  
i n f l u e n c e  re m a r k a b l y  t h e  c o m m u n i c a t i o n  b e t w e e n  i n f a n t s .  Tw o  t y p e s  o f  
c h a n g e ,  t h e  a c t i v a t i o n  o f  t h e  c o m m u n i c a t i o n  a n d  t h e  i n c re a s e  i n  f re q u e n c y  o f  
b o d y - t o u c h  w e re  o b s e r v e d  i m m e d i a t e l y  a f t e r  t h e  e x p re s s i o n  a c t i v i t i e s  a n d  t h e  
c o n t a c t  a c t i v i t i e s  re s p e c t i v e l y.  T h e  f o r m e r  i n d i c a t e s  t h a t  t h e  p h y s i c a l  
e x p re s s i o n  a c t i v i t i e s  o f  “ K a r a d a - h o g u s h i ”  a c t i v a t e d  t h e  i n f a n t s  n o t  o n l y  
p h y s i c a l l y  b u t  a l s o  m e n t a l l y.  T h e  l a t e r  s u g g e s t  t h a t  m e n t a l  d i s t a n c e  b e t w e e n  
i n f a n t s  w a s  s h o r t e n e d  b y  t h e  d i re c t  c o n t a c t  a c t i v i t y  i n c l u d e d  i n  
“ K a r a d a - h o g u s h i ” .  T h e re f o re ,  i t  i s  c o n c l u d e d  t h a t  “ K a r a d a - h o g u s h i ”  c a n  
a c t i v a t e  t h e  i n t e r a c t i o n  b e t w e e n  i n f a n t s  b y  m a k i n g  t h e i r  m i n d  o p e n .  

 
【はじめに】 

子供のコミュニケーション（以下 Com）能力の低

下が指摘されている現在、仲間とのふれあいを重視

したプログラムが、教育現場において、重要視され

てきている。しかし、本研究で対象としているよう

な幼児を対象とした、仲間とのふれあいを重視した

プログラムの有効性を明らかにしている学術的な研

究はあまり見受けられない。  

また、小・中・高の体育授業分析の研究では、体

ほぐしの運動(以下体ほぐし)の有効性を仲間との交

流という視点から見ている研究が多くなされている。

しかし、そのほとんどが、アンケート調査によるも

のであり、この方法を幼児には使うことはできない。

なぜなら、幼児は「お友達と仲良くできましたか？」

と質問すればみんな「はーい」と答えてしまうから

である。自分の思いを言葉にして上手く説明するこ

とが難しい幼児を対象とするには、仲間との交流を

それにふさわしい方法で分析していく必要がある。  

そこで本研究の目的として「体ほぐし」による幼

児の人間関係の変容を、Com の変化から分析するこ

ととし、目的を達成するために以下の２つの課題を

設定した。 

<課題１> 修正版グラウンデッド・セオリーアプ

ローチ(以下M-GTA)を用いて、「幼児の体操

教室でのCom分類カテゴリー」を構築する。        

<課題２> 課題１で、できあがった「幼児の体操

教室での Com 分類カテゴリー」を基盤とし

て、 「体ほぐし」による幼児のComの変化

を、量的・質的に明らかにする。  

 



【方法】 

１.研究対象 

茨城県つくば市の洞峰体育館で行われている「幼

児体操教室」に通っている幼児８名(男子５名、女子

３名)。 

 

２.データの収集 

データ収集をするために、 ７月から９月全ての活

動をビデオ撮影した。そのうちの、７月23日、９月

10日、17日、24日の４日間、さらに体操教室60分

中、グループ活動が始まったとみなされる「なか」

の部分、約45分の活動を分析の対象とした。 

 

３.データの取り扱い 

録画された幼児の行動・言語 Com・非言語 Com を

逐語記録としてデータ化した。本研究で扱う言語Com

とは「言葉を使ったComの全て」であり、非言語Com

は「言葉以外の手段を用いた Com（身振り、アイコ

ンタクト、肌と肌の接触動作、うなづき、アイコン

タクト、沈黙(無反応）」と定義した。 

 

４.分析方法 

１）課題１について 

「幼児のComの分類カテゴリー」を構築するために、

M-GTA 用いた。具体的な手順を以下に記し、図式化

したものを図１に示した。 

→収集したデータの意味解釈をし、概念を生成する 

→生成した個々の概念について、２つの以上の概念 

が関係づけられたら、カテゴリー化をする 

→カテゴリーを小カテゴリー・中カテゴリー・大カ 

テゴリーとレベルを上げ、大きなまとまりにする 

 

図１ M-GTAの分析方法 

 
 

２）課題２について 

課題１で生成された概念・カテゴリーのデータ数

を用いて、幼児の Com の「日にち・プログラムごと

での変化」を見た。 

 

６.プログラムの内容 

７月・８月は、普段どおり《交流の少ない》体操

技術向上のためのプログラムを行った。そして９月

10日・17日・24日の３日間は、《仲間との交流を重

視した体ほぐし》を前半の「運動あそび」の時間に

取り入れた。表１に７月から９月のプログラム内容

を記した。表２に体ほぐしプログラムの内容を記し

た。 

 

表１ ７月から９月のプログラム内容 

    運動あそび 主運動 

第１回 7 月  9 日 その他 平均台 

第２回 16 日 フラフープ 鉄棒 

第３回 23 日 Ｇボール トランポリン 

第４回 8 月 20 日 トランポリン マット 

第５回 27 日 その他 平均台 

第６回 9 月 10 日 その他 とび箱 

第７回 17 日 フラフープ 鉄棒 

第８回 24 日 Ｇボール トランポリン 

 

表２ 取り入れた体ほぐしの内容 

９ 月 10

日 

・円になってストレッチ＆自己紹介 

・ソフトジムボール 

・風船あそび 

９ 月 17

日 

・円になってストレッチ＆自己紹介 

・２人組ストレッチ 

・フラフープでコーヒーカップ(回る‐止ま

る) 

・ペアをチェンジゲーム 

９ 月 24

日 

・円になってストレッチ＆自己紹介 

・G ボールで２人組バランス 

・２人組ストレッチ 

・手をつないでコーヒーカップ(回る‐止ま

る) 

・タッチタッチ(２人組で) 

 

 

 

 

 

 

解釈作

業 

概念１ 概念２ 概念３ 

カテゴリ

ー 

カテゴリ

ー 

カテゴリ

ー 

カテゴリ

ー 

カテゴリ

ー 



【結果と考察】 

１.課題１ 
１）生成された概念 
「幼児から先生へ」で 17の概念、「幼児から幼児
へ」で 30の概念、「幼児から保護者等へ」で２の概
念、「相手に伝える意思のないもの」で５の概念、合

わせて54の概念が生成された 
表３ 概念表の１例 

概念 定義 具体例 

遊びへの誘

い(非言語

コミュによ

るもの) 

相手の気を引くように、相

手の背中に指でタッチした

り、とおせんぼをしたりす

るもの。ちょっかいを出し

ているものもここに含む。 

S男がニコニコし

ながらY子にとお

せんぼする 

見て見て・

できるよア

ピール 

「見て見てー(僕こんなに

飛べるんだよ)」等と、一人

遊びをしながら友達の気を

引こうとしている発言。 

見て見てー(僕こ

んなに飛べるんだ

よ) 

 
２）生成されたカテゴリー 
生成された 54 の概念について他の概念との関係
をひとつずつ検討していった。その結果37個のカテ
ゴリーが生成された。表４に「幼児から幼児へ」の

Comのカテゴリー表を例として示した。 
 

表４ 「幼児から幼児へ」のカテゴリー表 

遊びへの誘い(言語コミュによる) 

遊びへの誘い(非言語コミュによる) 

見て見て・できるよアピール 

教えてあげる 

先
行
発
信 

お話のきっかけ(情報伝達) 

遊びを工夫「もっとこうしようよ」 

随伴発信(遊びの誘い) 

相
手
の
反
応
を
引
き
出
す
よ
う
な
発
信 

随
伴
発
信 

新着情報付加発信(お話に対して) 

～さんと一緒がいい！(言語コミュ) 

～さんと一緒がいい！(非言語コミュ) 

～さんと一緒で嬉しい！ 

好き（一方的な視線） 

好き（２人でニコッとアイコンタクト） 

好き(くっつく) 

好き(手をつなぐ) 

好き(だっこ) 

Com

の
発
信 

感
情
の
表
出 

お
と
も
だ
ち
大
好
き 

好き(その他のボディタッチ) 

 
 
 
 

２.課題２ 
構築された分類カテゴリーを用いて、「体ほぐし」

による人間関係の変容を、Comの量と質の変化から
分析したところ、「体ほぐし」による影響を受けたも

のは、「幼児から幼児へ送信したCom」「相手に伝え
る意思のない楽しい感情の表出」であり、「幼児から

先生へ」・「幼児から保護者へ送信したCom」は、本
研究では影響が認められなかった。 
抄録では、体ほぐしの運動による影響が出たもの

だけを取り出して結果・考察としてまとめた。以下、

概念を  、カテゴリーを【】で記す。 
 
１）「幼児から幼児へ」 変容その１ 

図２より、カテゴリー【相手の反応を引き出すよ

うな発信】のデータ数が、７月に比べて９月の３日

間で顕著に多くなった。このことを子供が「自己の

思いを表出できるようになった(Com が活発になっ

た)」と解釈した。そしてこの変容は、９月の３日間

に行なった「体ほぐし」に影響されている、と推察

された。 

 

図２ 【相手の反応を引き出すような発信】のデータ数 

    
 
 
 
 
 
 
 

２）「幼児から幼児へ」変容その２ 
図３より、カテゴリー【おともだち大好き】のデ

ータ数が９月24日で特に多くなった。このことに特
に影響を与えている要因は、～さんと一緒がいい、

～さんと一緒で嬉しい！、好き(手をつなぐ)と (だっ
こ) という概念のデータ数の急激な増加だった。こ
れらは、「タッチタッチ」という｢体ほぐし｣の後に多

く出現したことより、「タッチタッチ」に影響されて

いると推察した。そして、この変容を、｢好き｣とい

う気持ちを「言語Com」と「ボディタッチ」で表す
ようになった、と解釈した。 

 
図３【おともだち大好き】のデータ数 

 
 
 
 
 
 



３）「相手に伝える意思のない楽しい感情の表出」の

変化について 
楽しさ表現の表出は「プログラムの楽しさ」を見

る指標となった。楽しさ表現の表出が多く起こった

６場面で、ビデオ観察等から楽しさの要因(楽しさの
質)を解釈したところ以下のようになった。 

「トランポリン」 
「円になってまわるー止まる」→動きの楽しさ(めまい) 
「フラフープでコーヒーカップ」 
「手つなぎコーヒーカップ」 

「風船遊び」→風船の珍しさによる楽しさ 
「タッチタッチ」→肌と肌を触れ合わせる楽しさ 

 

４）「体ほぐし」によるComの変容のまとめ 

楽しさ感情の表出の多かった「体ほぐし(タッチタ

ッチ以外)」の楽しさ要因は、直接の交流ではなく「動

きの楽しさ」や「風船というものの珍しさによる楽

しさ」だった。しかし、「体ほぐしの運動」を取り入

れていない７月に比べて、９月の３回は、「自己の思

いの表出」が顕著に増え、Com が活発になった。こ

のことより、タッチタッチ以外の体ほぐしで「体が

弾み、心も弾んで、気軽に、いつのまにか「スイッ

チオン」」の状態になり、自分(幼児)の心を「ひらく」

ことができたからではないかと推察される。 

「タッチタッチ」は、他の「体ほぐしの運動」と

違い、ボディタッチという「直接のかかわり合いや

触れ合いを体験できる運動」である。９月24日のタ

ッチタッチ後のプログラムで、ボディタッチ等の好

き表現が増えたのはそのことが原因だったと推察さ

れる。 

幼児にとっては、タッチタッチが「かかわる系」

の体ほぐしであり、それ以外の体ほぐしは「ひらく

系」であったといえる。 

 

【結論】 

本研究ではM-GTA を用いて「幼児の体操教室に
おけるComの分類カテゴリー」を構築し、それをも
とに、「体ほぐし」による人間関係の変容を、Com
の量と質の変化から分析した。その結果以下のこと

が明らかになった。 
１）先の分類カテゴリーでは、「幼児から先生へ」「幼

児から幼児へ」「幼児から保護者等へ」「相手に伝え

る意思のないもの」において、合わせて54の概念と

17個のカテゴリーになった。 

２）構築された分類カテゴリーを用いて、「体ほぐし」

によるComの量と質の変化を分析したところ、「体
ほぐし」により影響を受けたComは、「幼児から幼
児へ送信した Com」「楽しい感情の表出」であり、
「幼児から先生へ」と「幼児から保護者へ」送信し

たComには、本研究では影響が見られなかった。 

３）「体ほぐし」による幼児のComの変容には２つ
のパターンが認められた。１つめは『ひらく系』の

「体ほぐし」をすることによって、Comが活発にな
った、というものであった。それは、体がはずんだ

ことによって、心も弾んで「スイッチオン」の状態

になったからだと推察された。２つめは、『かかわる

系』の「体ほぐし」をすることによって、その直後

のプログラムにおいても、「抱っこ」や「手をつなぐ」

などの「好き」表現が多く現出され、仲間との距離

も極めて近くなった、というものであった。それは、

直接のかかわり合いや触れ合いを体験することによ

って、肌と肌を触れ合わせる心地よさを感じたから

だと推察された。 

 

【今後の課題】 

１）本研究で明らかになったコミュニケーションの

実態は、体操教室45分間×４日分に参加した、抽出

グループ８名という対象に限定されたものであった

ため、想定しうる多様なプロセスの一部を取り扱っ

たものにすぎないと考える。よって、本研究の知見

を「体操教室における、幼児のコミュニケーション

の変容一般」に拡大しうるためには、その研究対象

の範囲を拡大する必要があると考えられる。 

２）本研究で焦点を当てたのは、「幼児から先生へ」

「幼児から幼児へ」「幼児から保護者へ」のコミュニ

ケーションと「相手に伝える意思のない楽しさ感情

の表出」であった。このため、幼児のコミュニケー

ションの変化に影響の大きい「先生から幼児へ」の

コミュニケーションについては結果に含まれていな

い。そこで今後は、今回の分析対象外となった「先

生から幼児へ」の部分にも目を向けていく必要があ

ると考える。 

３）本研究で採用した M-GTA は、かなり研究者の主

観的な判断によるものが多い。このことは同時に研

究者自身の質が研究の内容に関与することを示して

いる。本研究の信頼性・妥当性を高めるため分析者

を多くするなどの工夫をする事が必要となってくる。  
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